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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成24年3月8日(2012.3.8)

【公開番号】特開2010-284545(P2010-284545A)
【公開日】平成22年12月24日(2010.12.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-051
【出願番号】特願2010-186124(P2010-186124)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１２Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１５Ｚ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１１Ｂ
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１７　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成24年1月25日(2012.1.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技領域に遊技球を打込むことにより遊技が行なわれ、各々が識別可能な複数種類の識
別情報の変動表示を行なって表示結果を導出表示する変動表示装置と、遊技者にとって有
利な第１の状態と該第１の状態に比べて遊技者にとって不利な第２の状態とに変化する可
変入賞球装置とを備え、前記変動表示装置における前記識別情報の変動表示の表示結果が
所定の特定表示結果となったときに、所定の始動態様で前記可変入賞球装置を前記第２の
状態から前記第１の状態に制御し、前記可変入賞球装置に進入した遊技球が特定進入領域
に進入したことに基づいて、遊技者に有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、
　前記可変入賞球装置に設けられ、前記可変入賞球装置の他の領域に比べて、遊技球が前
記特定進入領域に進入したときに複数種類の特定遊技状態のうち遊技者にとって有利度合
いの高い特定遊技状態となりやすい有利領域と、
　前記可変入賞球装置に設けられ、前記有利領域に遊技球が進入しやすい高進入状態と、
該高進入状態に比べて前記有利領域に遊技球が進入しにくい低進入状態とに変化する振分
手段と、
　前記特定進入領域として前記有利領域以外の領域に設けられた第１の特定進入領域と、
　前記特定進入領域として前記有利領域に設けられた第２の特定進入領域と、
　前記可変入賞球装置内において遊技球を貯留する貯留状態に制御する貯留制御手段と、
　該貯留制御手段により制御され、前記可変入賞球装置内に進入し前記振分手段により前
記有利領域以外の領域に振分けられ、前記第１の特定進入領域に進入する前の遊技球を貯
留する貯留手段と、
　前記振分手段を制御する振分制御手段と、
　前記可変入賞球装置を前記第１の状態および前記第２の状態に制御する可変入賞球装置
制御手段と、
　前記変動表示の表示結果を、前記特定表示結果のうち第１の特定表示結果とするか、前
記特定表示結果のうち第２の特定表示結果とするか、前記特定表示結果以外の表示結果と
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するかを決定する表示結果決定手段とを含み、
　前記貯留制御手段は、前記可変入賞球装置内に進入した遊技球が前記振分手段により前
記有利領域に振分けられて前記第２の特定進入領域に進入するタイミングよりも後に、前
記貯留状態を解除する貯留解除制御を行なう貯留解除制御手段を含み、
　前記振分制御手段は、前記変動表示装置に前記第１の特定表示結果または前記第２の特
定表示結果が導出表示されてから所定の振分変化待機時間が経過したときに前記振分手段
を前記高進入状態に変化させ、
　前記可変入賞球装置制御手段は、前記変動表示装置に前記第１の特定表示結果が導出表
示されてから第１の始動待機時間が経過したときに前記可変入賞球装置を前記第２の状態
から前記第１の状態に変化させ、前記変動表示装置に前記第２の特定表示結果が導出表示
されてから前記第１の始動待機時間よりも長い第２の始動待機時間が経過したときに前記
可変入賞球装置を前記第２の状態から前記第１の状態に変化させることを特徴とする、遊
技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（１）　遊技領域（遊技領域４１）に遊技球（打球）を打込むことにより遊技が行なわ
れ、各々が識別可能な複数種類の識別情報の変動表示を行なって表示結果を導出表示する
変動表示装置と、遊技者にとって有利な第１の状態（開放状態）と該第１の状態に比べて
遊技者にとって不利な第２の状態（閉鎖状態）とに変化する可変入賞球装置（第１特別可
変入賞球装置６６および第２特別可変入賞球装置４８、第１特別可変入賞球装置６６）と
を備え、前記変動表示装置における前記識別情報の変動表示の表示結果が所定の特定表示
結果（第１小当り表示結果、第２小当り表示結果）となったときに、所定の始動態様（第
１特別可変入賞球装置６６の開閉片８１を回動させて開口部８２を開放する態様）で前記
可変入賞球装置を前記第２の状態から前記第１の状態に制御し（図１９のＳＰ０６、図２
０のＳＰ２４）、前記可変入賞球装置に進入した遊技球が特定進入領域（第１特定進入口
８９、第２特定進入口９１、第１特定球検出器１２１ａ、第２特定球検出器１２１ｂ）に
進入したことに基づいて遊技者に有利な特定遊技状態（第２特別可変入賞球装置４８の開
閉板４９を駆動させて開放する大当り遊技状態）に制御する（図１０のＳＤ０７～ＳＤ０
９）遊技機（パチンコ遊技機１）であって、
　前記可変入賞球装置に設けられ、前記可変入賞球装置の他の領域（第１領域８５）に比
べて、遊技球が前記特定進入領域に進入したときに複数種類の特定遊技状態のうち遊技者
にとって有利度合いの高い特定遊技状態（１５Ｒ大当り遊技状態）となりやすい有利領域
（第２領域８８）と、
　前記可変入賞球装置に設けられ、前記有利領域に遊技球が進入しやすい高進入状態（第
２振分状態、図２の状態参照）と、該高進入状態に比べて前記有利領域に遊技球が進入し
にくい低進入状態（第１振分状態、図３の状態参照）とに変化する振分手段（振分部材８
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３、振分用ソレノイド１０８）と、
　前記特定進入領域として前記有利領域以外の領域に設けられた第１の特定進入領域（第
１特定進入口８９、第１特定球検出器１２１ａ）と、
　前記特定進入領域として前記有利領域に設けられた第２の特定進入領域（第２特定進入
口９１、第２特定球検出器１２１ｂ）と、
　前記可変入賞球装置内において遊技球を貯留する貯留状態に制御する貯留制御手段（遊
技制御用マイクロコンピュータ９９、図１９のＳＰ１２，ＳＰ１９，ＳＰ２０）と、
　該貯留制御手段により制御され、前記可変入賞球装置内に進入し前記振分手段により前
記有利領域以外の領域に振分けられ、前記第１の特定進入領域に進入する前の遊技球を貯
留する貯留手段（貯留板１１８ｂ、貯留駆動部材１１８ａ、貯留用ソレノイド１１８）と
、
　前記振分手段を制御する振分制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ９９、図１９
のＳＰ１１、図２０のＳＰ１８）と、
　前記可変入賞球装置を前記第１の状態および前記第２の状態に制御する可変入賞球装置
制御手段（遊技制御用マイクロコンピュータ９９、図１８のＳＭ０８～ＳＭ１３、図１９
のＳＰ０３～ＳＰ０６、図２０のＳＰ２１～ＳＰ２４）と、
　前記変動表示の表示結果を、前記特定表示結果のうち第１の特定表示結果（第１小当り
表示結果）とするか、前記特定表示結果のうち第２の特定表示結果（第２小当り表示結果
）とするか、前記特定表示結果以外の表示結果とするかを決定する表示結果決定手段（遊
技制御用マイクロコンピュータ９９、図１７のＳＬ０１～ＳＬ１５）とを含み、
　前記貯留制御手段は、前記可変入賞球装置内に進入した遊技球が前記振分手段により前
記有利領域に振分けられて前記第２の特定進入領域に進入するタイミングよりも後に（第
１特別可変入賞球装置６６内に進入する遊技球のうち、振分部材８３により第２領域８８
に振分けられることとなるタイミングで第１特別可変入賞球装置６６内に進入した遊技球
が、第１特別可変入賞球装置６６内に進入してから進入球誘導通路１１０および振分部材
８３を介して、第２誘導通路１１７に振分けられて進入球検出器１０９により検出される
までに十分な時間が設定されている第１の値が、貯留解除タイマにセットされる。また、
第１特別可変入賞球装置６６内に進入した遊技球が第２領域８８に設けられている第２特
定進入口９１に進入し第２特定球検出器１２１ｂにより検出されるまでに十分な時間が設
定されている第２の値が、貯留解除タイマにセットされる。）、前記貯留状態を解除する
貯留解除制御を行なう貯留解除制御手段（図１９のＳＰ１５、図２１のＳＲ０６、図２０
のＳＰ１９，ＳＰ２０）を含み、
　前記振分制御手段は、前記変動表示装置に前記第１の特定表示結果または前記第２の特
定表示結果が導出表示されてから所定の振分変化待機時間（図２３の振分・貯留待機時間
Ｔ５）が経過したときに前記振分手段を前記高進入状態に変化させ（図１８のＳＭ１４、
図１９のＳＰ１０，ＳＰ１１、図２３）、
　前記可変入賞球装置制御手段は、前記変動表示装置に前記第１の特定表示結果が導出表
示されてから第１の始動待機時間（図２３の第１始動待機時間Ｔ３）が経過したときに前
記可変入賞球装置を前記第２の状態から前記第１の状態に変化させ（図１８のＳＭ０９、
図１９のＳＰ０４，ＳＰ０６、図２３）、前記変動表示装置に前記第２の特定表示結果が
導出表示されてから前記第１の始動待機時間よりも長い第２の始動待機時間（図２３の第
２始動待機時間Ｔ４）が経過したときに前記可変入賞球装置を前記第２の状態から前記第
１の状態に変化させる（図１８のＳＭ１２、図１９のＳＰ０５，ＳＰ０６、図２３）。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、可変入賞球装置において、遊技球が誘導されたときに可変入
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賞球装置の他の領域に比べて、遊技球が特定進入領域に進入したときに複数種類の特定遊
技状態のうち遊技者にとって有利度合いの高い特定遊技状態となりやすい有利領域が設け
られており、有利領域に遊技球が進入しやすい高進入状態と、その高進入状態に比べて有
利領域に遊技球が進入しにくい低進入状態とに変化する振分手段が設けられている。そし
て、変動表示装置の表示結果に基づいて遊技球の受入れやすさが変化する可変入賞球装置
に受入れられた遊技球が、振分手段により振分けられた後、特定進入領域に進入したこと
に基づいて、遊技者に有利な特定遊技状態に制御される。これにより、変動表示装置を用
いた遊技を行ないながらも、可変入賞球装置内での遊技球の挙動に基づいた遊技の面白み
を実現させることができる。さらに、変動表示の表示結果が特定表示結果のうち第１の特
定表示結果となったときと、第２の特定表示結果となったときとで、振分手段を高進入状
態に変化させるタイミングを同じ振分変化待機時間が経過したときとし、可変入賞球装置
を第２の状態から第１の状態に制御するタイミングを、時間の長さが異なる始動待機時間
が経過したときとすることにより、変動表示の表示結果が所定表示結果のうち第１の表示
結果となったときと、第２の表示結果となったときとで、可変入賞球装置を第２の状態か
ら第１の状態に変化させる制御タイミングと、振分手段を高進入状態に変化させる制御タ
イミングとの相関関係が異なる。これにより、変動表示の表示結果が第１特定表示結果と
なったときと、第２特定表示結果となったときとで、表示結果が表示された後に遊技者が
可変入賞球装置の動作態様に対して同様のタイミングで遊技球を打込んでも、可変入賞球
装置への遊技球の進入割合と、特定進入領域への遊技球の進入割合とがそれぞれ異なるよ
うになるので、遊技が単調とならないようにすることができる。さらに、可変入賞球装置
内に遊技球が進入した場合、遊技者にとって有利度合いの高い特定遊技状態となりやすい
有利領域に設けられた第２の特定進入領域へ遊技球が進入するタイミングよりも後に、貯
留解除制御手段により貯留解除制御が行なわれるため、第１の特定進入領域と第２の特定
進入領域とに同時に遊技球が進入することを防止することができ、かつ、第２の特定進入
領域へ進入した遊技球の検出を第１の特定進入領域へ進入した遊技球の検出よりも優先的
に行なわせることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
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【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
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